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「
防
犯
灯
・
通
学
路
に

 
 
 
 
 
優
先
し
て
設
置

」

 
 
 
 
 
―

役
場
答
弁
よ
り
―

石
井
議
員
　
防
犯
灯
の
設
置
要
望
に
対

し

「
設

置

の

可

否

」
が

続

い

て

い

ま

す

。

「
私
道
は
ダ
メ

」
「
一
五
○
Ｍ
以

上

の

距

離

で

も

ダ

メ

」
と

言

わ

れ

ま

す

。
村

内

を

点

検

す

る

と

「
私

道

で

も

、
一
軒
の
住
宅
で
も

、
六
○
Ｍ
で
も

設
置
が
見
ら
れ
ま
す

」
茂
原
市
の
設
置

要
綱
で
は

「
通
学
路
や
一
○
○
Ｍ
～

一

五
○
Ｍ
に
設
置
す
る

」
と
決
め
て
い
ま

す

。
次
の
ケ
ー

ス
を
質
問
し
ま
す

。

①

通

学

路

に

優

先

し

て

設

置

す

る

こ

と

。

②
直
線
道
路
で
は

「
一
○
○
～

一
五
○

Ｍ
以
内

」
に
設
置
す
る
こ
と

。

③
私
道
で
五
軒
以
上
の
住
宅
が
希
望
す

る
場
所
に
設
置
す
る
こ
と

。
以
上

、
三

点
に
つ
い
て
村
の
見
解
を
求
め
ま
す

。

総
務
課
長
　
防
犯
灯
は
夜
間
に
お
け
る

交
通
安
全
や
犯
罪
防
止
で
設
置
し
て
い

ま
す

。
原
則
と
し
て

①
通
学
路
で
申
請
が
あ
が
れ
ば
優
先
的

に
設
置
し
ま
す

。

②
間
隔
は
一
○
○
Ｍ
～

二
○
○
Ｍ
に
設

置
す
る

。
中
間
が
暗
け
れ
ば
交
通
量
を

見
て
真
ん
中
に
も
設
置
す
る

。

長
生
村
議
会
議
員

石
井
と
し
お
の
議
会
報
告
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三
月
定
例
議
会
は
九
日
が
一
般
質
問
で
石
井
を
含
め
て
二
人
が
質
問
に
立

ち

、
一
二
日
は
平
成
一
六
年
度
予
算

、
特
別
会
計
予
算
の
審
議
と
な
り
可
決

さ
れ
ま
し
た

。
一
般
会
計
予
算
は
四
五
億
五
千
万

、
特
別
会
計
は
三
六
億
三

千
万

、
合
計
八
一
億
八
千
万
で

、
昨
年
比
三

、
八
％
の
減
で
し
た

。
一
六
年

度
予
算
を
見
る
と
高
根
小
学
校
の
耐
震
工
事

、
高
根
学
童
保
育
の
開
始

、
高

根
保
育
所
の
一
時
預
か
り
な
ど

、
学
校
関
係
の
予
算
配
分
に
評
価
し
つ
つ

、

保
育
料
や
学
童
保
育
料
の
値
上
げ

、
道
路
排
水
側
溝
の
減
額
二
一
八
○
万
な

ど
生
活
に
密
着
す
る
予
算
の
削
減
も
あ
り
ま
し
た

。
石
井
は
保
育
料
の
値
上

げ
・
学
童
保
育
料
の
値
上
条
例
に
反
対
し

、
一
六
年
度
予
算
編
成
に
も
反
対

し
ま
し
た

。
以
下

、
三
月
定
例
議
会
の
報
告
を
し
ま
す

。

③
五
軒
以
上
の
住
宅
か
ら
出
て

き
た
村
道
路
に
設
置
す
る

。
以

上

、
現
地
を
調
査
し
対
応
し
ま

す

。

（
後
日

、
自
治
会
長
会
議

後

、

広

報

で

周

知

さ

れ

ま

す

。

）

村内の八積小学校入り口

村
の
保
育
所

、
小
中
学
校
内
の
安
全
対
策

を
伺
い
ま
す

。

②
通
学
時
に
は
危
険
笛
の
配
備
を
茂
原
萩

原
小
や
長
南
町
の
各
小
学
校
同
様

、
持
た

せ

る

考

え

が

あ

る

の

か

村

に

質

問

し

ま

す

。

村
長

、
学
校
施
設
の
点
検
や
防
犯
訓
練
を

実
施
し
集
団
下
校
を
指
導
し
て
い
る

。
防

犯
ブ
ザ
ー

は
行
政
や
学
校
だ
け
で
な
く
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
含
め
協
議
し
検
討
し
ま
す

。

石
井
議
員

、
防
犯
訓
練
が
保
育
所

、
小
学

校
で
は
実
施
済
み
だ
が
中
学
校
で
は
未
実

施
な
の
で
実
施
す
る
こ
と

。
本
村
で
の
防

犯
カ
メ
ラ
は
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か

、
職

員
室
と
教
室
間
の
連
絡
通
信
の
確
保
は
ど

う
な

っ
て
い
る
の
か

。

住
民
課
長

、
保
育
所
で
は
職
員
室
と
教
室

に
は
内
線
電
話
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

。

防
犯
カ
メ
ラ
は
職
員
室
か
ら
見
え
る
の
で

設
置
し
て
い
な
い

。

教
育
課
長

、
学
校
は
職
員
室
と
教
室
の
連

絡
通
信
と
非
常
放
送
が
あ
り
ま
す

。
防
犯

カ
メ
ラ
は
門
が
多
い
こ
と

、
監
視
す
る
人

が
い
な
い
の
で
設
置
し
て
い
な
い

。
中
学

の

防

犯

訓

練

は

近

く

実

施

す

る

計

画

で

す

。

郡
内
一
安
い
村
の
保
育
料
・
月
額

 
　
 
一
五
五
○
○
円
は
ど
う
な
る

 
 
 
　
 
―

合
併
問
題
に
つ
い
て
―

石
井
議
員

①
先
日
の
合
併
特
別
委
員
会
で
は

「
特
例
債

事
業
で
申
請
し
た
一
千
億
円
の
約
二
五
○
億

円
が
認
め
ら
れ
そ
う
だ

」
と
の
こ
と

、
本
村

で
申
請
し
た
事
業
と
見
通
し
は

②
住
民
サ
ー

ビ
ス
料
金
の
違
い
を
合
併
前
に

調
整
す
る
村
の
努
力
は
理
解
す
る
が

、
介
護

保
険
が

（
二
三
四
○
円
か
ら
二
四
〇
〇
円
に

値
上
げ

）
決
定
さ
れ
て
い
る

。
次
は
村
の
学

童
保
育
料
八
千
円
と
保
育
料

、
月
額
一
五
五

○
○
円
は
郡
内
一
番
の
安
さ
で
す

。
自
治
会

館
の
建
設
補
助
金
で
は

長
生
村
が
四
百
万

、
長
南
町
一
五
○

万

、
白
子
町
長
柄
町
が
七
百
万
で
す

。

県
が
言
う

「
サ
ー

ビ
ス
は
高
く
・
負
担

は
低
く

」
が
本
当
に
守
ら
れ

「
村
の
保

育
料
が
維
持
さ
れ
自
治
会
館
建
設
補
助

金
が
七
百
万
に
調
整
決
定
さ
れ
る
べ

き

」
と
考
え
る
が

、
村
の
考
え
方
を
伺

い
ま
す

。

③
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
結
果
を
見

る
と

「
地
域
が
広
く
な
り
地
域
の
声
が

行
政
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る

」
「
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
を
望
む

」
が

ト

ッ
プ
で
し
た

。

「
役
場
が
あ
れ
ば
村
長
と

 
議
員
が
い
て
予
算
も
組
め
る

」

 
 
 
 
 
―

中
西
先
生
よ
り
―

二
月
二
九
日
に
開
催
し
た
合
併
問
題
の

講
演
会
講
師

、
都
留
文
科
大
学
中
西
先

生
に
よ
る
と

「
五
○
年
前
に
山
形
県
酒

田
市
と
合
併
し
た
飛
島
で
は
人
口
が
一

六
○
○
人
か
ら
三
○
○
人
に
減
り

、
合

併
し
な
か

っ
た
隣
の
栗
島
で
は
八
○
○

人
が
四
○
○
人
で
人
口
の
減
り
方
が
違

う

、
役
場
が
あ
れ
ば
村
長
と
議
員
が
い

て
予
算
も
作
れ
る

、
周
辺
の
商
店
も
生

き
て
雇
用
も
生
ま
れ
る

。
役
場
は
命

」

と
言
わ
れ
ま
し
た

。

「
合
併
す
る
こ
と

で
住
民
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か

」
村

長
に
お
尋
ね
し
ま
す

。

このニュースは後援会の会費とカンパによって発行しています

─３月定例議会、防犯灯・学校安全・合併問題で質問─

保
育
所
・
小
中
学
校
内
外
の

 
 
 
安
全
確
保
に
つ
い
て

石
井
議
員

①
昨
年
の
一
二
月

、
京
都
宇
治
小

学
校
で
四
五
才
の
男
が
学
校
に
進

入
し
一
年
生
の
男
子
児
童
に
包
丁

で
切
り
つ
け
る
事
件
が
発
生
し
ま

し
た

。
村
内
で
も
女
生
徒
に
対
し

て
の

「
わ
い
せ
つ

」
事
件
が
年
間

五
件
発
生
し
て
い
ま
す

。

２月２９日の合併問題講演会



0 0 0 0
現 新 現 新

Ｂ

Ｃ２
Ｄ１
Ｄ２
Ｄ３
Ｄ４
Ｄ５
Ｄ６

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含むＡ

階層区分

各月初日の在籍措置児童の属する世帯の階層区分

定　義
３歳児未満の場合 ３歳児以上の場合

25,900
27,600

12,600
17,900
13,800
19,600
22,400
23,800

20,400
21,700
23,600
25,100

17,000
24,200
27,800
32,700
38,800
45,300

11,000 7,000 7,700

12,000 13,800 9,300 10,200

（円） （円）

4,400 3,000 3,300

徴収金額
（月額）

160,000以上 270,000円未満

64,000円未満
64,000以上 110,000円未満
110,000以上 160,000円未満

前年度分の村民税非課税世帯
均等割の額のみ

所得割の額のある世帯

Ａ階層及びＤ階層を除き
前年度分の村民税の額
の区分が次の区分に該
当する世帯

270,000以上 408,000円未満

Ａ階層を除き前年分の
所得税課税世帯であっ
てその所得税の額の区
分が次の区分に該当す
る世帯

Ｃ１
（所得割の額のない世帯）

408,000以上 

25,300
29,800
25,300
41,200

4,000

10,000

15,500
22,000

自
治
会
の
班
総
会
で

住
民
投
票
の
希
望
が
多
数

④
昨
年
の
一
二
月
議
会
で
村
長
は

「
村
民
の
多
数
の
意
見
に
耳
を
傾

け
る

」
と
言
わ
れ
ま
し
た

。
議
員

が
住
民
の
意
見
を
正
確
に
把
握
す

る
の
は
困
難
で
す

。
先
日

、
自
治

会
の
班
総
会
で
合
併
問
題
の
説
明

を
求
め
ら
れ
意
見
を
伺

っ
た
と
こ

ろ

「
住

民

投

票

で

決

め

て

ほ

し

い

」
と
い
う
声
が
多
数
で
し
た

。

参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
の
付
帯

決
議
で
は

「
合
併
に
あ
た
り
住
民

投
票
で
住
民
の
意
志
を
反
映
さ
れ

る
よ
う
務
め
る
こ
と

」
と
決
議
さ

れ
て
い
ま
す

。
住
民
投
票
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
の
か

。

⑤
二
月
二
五
日
の
読
売
新
聞
で
村

長
は

「
任
期
満
了
ま
で
合
併
推
進

で
努
力
す
る

」
と
書
か
れ
て
い
ま

す

。

「
厳
正
中
立

」
で
は
な
か

っ

た
の
か
お
聞
き
し
ま
す

。

「
住
民
投
票
は
調
整
内
容

に
よ

っ
て
必
要
性
も
生
じ
る

」

村
長
答
弁

①
合
併
特
例
債
事
業
に
つ
い
て
は

合
併
協
議
会
で
現
在

、
新
市
の
建

設
計
画
を
県
と
協
議
中
で
す

。
村

が
申
請
し
て
い
る
も
の
は
八
積
駅

の
橋
上
化

、
村
内
排
水
事
業

、
庁

舎
改
築

、
都
市
計
画
道
路

、
幼
稚

園
の
建
設
で
す

。

②
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
違
い
は
原
則

合
併
時
ま
で
に
調
整
し
て
も
ら
う

考
え
で
す

。
本
村
の
保
育
料
は
来

年
度
一
割
上
げ
る
考
え
で
す

。
今

の
長
生
村
な
ら
五
年
～

一
五
年
は

や

っ
て

い

け

ま

す

。
村

独

自

で

行

っ
た
場
合

、
町
村
会
が
な
く
な

り
や

っ
て
行
け
る
か
不
安
で
す

。

③
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
感
想
で
す

が

、
住
民
の
意
識
を
対
象
と
し
ま

し
た

。
回
収
率
が
低
か

っ
た
の
で

残

念

で

あ

り

、
予

想

通

り

で

し

た

。
住
民
の
意
見
は
新
市
合
併
計

画
の
中
で
反
映
さ
れ
る
も
の
と
思

い
ま
す

。

④
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
合
併
の

是
非
を
決
め
る
段
階
で
調
整
内
容

に
よ

っ
て
必
要
性
も
生
じ
る
と
考

え
ま
す

。

　

一
六
年
度
予
算
と
保
育
料
の

 
 
 
値
上
げ
に
反
対
し
ま
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
―

石
井
議
員
―

①
保
育
料

（
一
割
ア

ッ
プ

）
学
童
保
育

料

（
二
千
円
ア

ッ
プ

）
月
額
が
条
例
提

案
さ
れ
ま
し
た

。
子
供
を
持
つ
お
母
さ

ん

よ

り

「
茂

原

か

ら

転

居

し

て

き

た

が

、
保
育
料
の
安
さ
に
ビ

ッ
ク
リ
し
て

い
る

。
値
上
げ
し
な
い
で
ほ
し
い

」
と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。
少

子

高

齢

化

の

中

、
子
供
を
生
み
育
て
る
条
件
と
し
て

保
育
料
や
学
童
保
育
料
の
値
上
げ
は
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え

、
石
井
を
含
め

て
二
人
が
反
対
し
ま
し
た

。

②

平

成

一

六

年

度

予

算

で

、
役

場

は

「
財
源
が
厳
し
い
の
で

、
道
路
排
水
事

業
二
一
八
○
万
を
削
減
し
た

」
と
言
い

ま
す

。
高
根
で
懸
案
だ

っ
た
排
水
事
業

を
取
り
入
れ
た
も
の
の

、
村
内
道
路
排

水

要

望

は

七

七

件

残

っ
て

い

ま

す

。

又

、
保
育
料

、
学
童
保
育
の
値
上
も
含

ま

れ

た

予

算

で

あ

り

反

対

を

し

ま

し

た

。
尚

、
高
根
小
の
耐
震
工
事

、
子
育

て

支

援

で

高

根

保

育

所

の

一

時

預

か

り

、
親
子
ふ
れ
合
い
教
室
を
毎
週
開
催

す
る
な
ど

、
他
は
評
価
し
ま
す

。

合
併
論
議

、
両
者
に
登
場

 
 
 
 
 
し
て
頂
き
ま
し
た

。

 
 
 
 
 
―

八
積
地
区
Ａ
さ
ん
―

先
ず
時
代
の
流
れ
に
添
い
合
併
を
望
ん

で
い
ま
す

。
地
元
の
皆
様

、
新
住
民
と

の
接
触
に
一
考
願
い
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す

。
新
築
と
同
時
に
本
籍
も
移
し

、

税

金

を

ず

っ
と

納

め

て

ま

い

り

ま

し

た

。
親
子
の
キ
ズ
ナ
を
引
き
継
い
で
く

れ
る
も
の
と
信
じ
子
供

、
孫

、
三
世
代

の
生
活
も
し
ま
し
た

。
孫
が
中
学
高
校

と
進
学
を
望
む
と
き
村
で
は
志
望
が
狭

い
の
で
市
に
住
み
た
い

、
と
言
い
出
し

茂
原
市
に
家
を
建
て
出
て
し
ま

っ
た
の

で
す

。
残

っ
た
老
夫
婦

、
一
五
年
に
な

り

、
日
増
し
に
子
供
た
ち
に
見
放
さ
れ

た
思
い
が
つ
の
る
現
実
で
す

。
こ
の
寂

し
い
想
い

、
切
な
い
心
は
私
達
だ
け
に

し
て
く
だ
さ
い

。
切
に
切
に
合
併
を

望
む
次
第
で
す

。

  
 
 
 
―

高
根
地
区
Ｂ
さ
ん
―

今
ま
で
合
併
協
議
会
を
傍
聴
し
感
じ

た
こ
と
で
す
が

、
茂
原
市
の
委
員
が

数
の
論
理
と
茂
原
市
に
生
活
関
連
の

施
設
が
一
番
整

っ
て
い
る
こ
と
を
理

由
に
新
市
名
を

「
茂
原
市

」
と
要
望

し
て
い
る
の
を
初
め
と
し

、
ほ
と
ん

ど
の
こ
と
を
茂
原
市
主
導
で
行
い
た

い
様
子
で
し
た

。
こ
れ
に
対
し
六
町

村
は
対
等
合
併
を
主
張
す
る
と
い
う

構
図
で
す

。
ま
た

、
議
長
と
事
務
局

の
不
手
際
が
随
所
に
目
立
ち

、
宛
ら

ウ

ィ
ー

ン
会
議
の

「
会
議
は
踊
る

。

さ
れ
ど
会
議
は
進
ま
ず

」
の
様
相
を

呈

し

て

い

ま

す

。
私

の

考

え

で

す

が

、
も
う
少
し
時
間
を
か
け

、
熟
議

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

。

至　茂原

至　一宮

七
井
土
交
差
点

石井事務所です

無
料
法
律
相
談
を
ご
利
用
下
さ
い

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

。

事
前
申
し
込
み
で
先
着
四
名
様

ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す

。

 
 
 
 
 
 
 
記

●
い
　
つ
　
四
月
一
七
日

（
土

）

　
 
 
 
 
午
前
十
時
か
ら
で
す

●
ど
　
こ
　
石
井
俊
雄
後
援
会
事
務
所

●
連
絡
先
　
電
　
話

（
３
２

）
１
９
７
４

村
長
選
挙
・
六
月
二
十
日
投
票

 
 
 
 
 
議
員
の
補
欠
選
挙
は

　
本
定
例
議
会
は
平
成
一
六
年
度
予
算
を

審
議
す
る
重
要
な
議
会
で
し
た

。
予
算
編

成
を
見
る
と

、
高
根
小
学
校
の
耐
震
工
事

な
ど
評
価
す
る
も
の
の

、
保
育
料

、
学
童

保
育
料
の
値
上
げ

、
道
路
排
水
事
業
を
大

幅

に

削

っ
て

い

た

の

で

一

般

会

計

予

算

と

、
保
育
料

、
学
童
保
育
料
の
値
上
げ
条

例
に
反
対
し
ま
し
た

。
又

、
二
月
二
九
日

に
開
催
さ
れ
た
合
併
問
題
の
講
演
会
に
多

く
の
参
加
を
頂
き

、
呼
び
か
け
人
の
一
人

と
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

　
本
村
の
市
原
村
長
が
退
任
す
る
こ
と
を

表
明
し

、
投
票
日
が
六
月
二
十
日
に
決
ま

り
ま
し
た

。
現
職
議
員
が
立
候
補
し
た
場

合

、
補
欠
選
挙
も
予
想
さ
れ
ま
す

。
合
併

問
題
が
大
き
な
争
点
と
な
り
ま
す

。
又

、

今
回

、
合
併
問
題
へ
の
意
見
を
ニ

ュ
ー

ス

に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。
今
後
も
住

民
の
声
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま

す

。

後援会ニュースを配布して頂ける方を探しています。ご連絡下さい。

⑤
私
は
引
退
表
明
後

、
一
度
も
新
聞
記

者
と
会

っ
て
い
ま
せ
ん

。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と

「
あ
る
人
か
ら
の
通
報

」
と

の
こ
と
で
す

。
合
併
に
つ
い
て
は
反
対

で
も
賛
成
で
も
あ
り
ま
せ
ん

。
良
い
こ

と
は
合
併
協
議
会
で
賛
成
し
ま
す

。

４月開始の高根学童保育所

─学童保育料・月額８千円から１万円に─

　下の一覧表は４月から値上げされる保育料金表です

４月より保育料が１割アップ・
　　　　　学童保育料が２０００円の値上
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